












いわゆる学校伝染病の流行を予測し,その対策を考えるには,サーベイランスによるデータ

ーの積み重ねが不可欠である。東海大学病院の位置する神奈川県県央部の伊勢原市および

隣接の秦野市では,学校伝染病が治癒に至って登校するときに,医師会で定めた治癒証明書

を提出することになっている。したがって欠席した児童・生徒のうち,その理由がいわゆる

学校伝染病によるものの数を確実に知りうるので,毎月末に各中学校,小学校,幼稚園,保育

所(いずれも公立,私立をふくむ)から集計した数をまとめ,その成績をそれぞれの施設にフ

イードバックし,対策に役立てることを続けている｡ 


